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●目指す姿：第８期計画の「目指す姿」(中目標) 

●施 策：目指す姿に対し実施した施策（小目標） 

●現  状：現在、課題となっていることは何か 

 

 

●課題発生に至る原因：目指す姿になっていない原因は何か  

第５  見えてきた課題 

 

１ 現状と原因 

 

今後、人口減少社会が進む情勢やアンケート調査等の結果、第８期計画の施策取組を

踏まえて、目指す姿（中目標）に沿い課題を整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目
指
す
姿 

(

中
目
標) 

施  策 

（小目標） 

現  状 

（課 題） 

評  価 

（原 因） 

高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る 

生
活
を
営
め
る
ま
ち
づ
く
り 

①介護予防と健康 

 づくりの推進 

・介護予防・重度

化防止の推進 

・健康増進の推進 

②高齢者の社会参 

加の推進 

・学習等の提供 

・地域活動の充実 

・就業機会の充実 

③認知症高齢者 

対策の推進 

・認知症について 

の普及・啓発 

・相談・支援体制 

の充実 

・サポート体制の 

充実 

転倒への不安を感

じている方が、アン

ケートで５２％程度

いる。 

季節毎の元気教室

の参加率は高いな

ど、健康維持の意欲

は高い。趣味や生き

がいを持っている方

も５０％の割合であ

る。だが、毎回同様

の参加者の割合が多

い。 

生活習慣病・筋骨

格系疾患による要介

護状態に至る割合が

高い。 

認知症窓口が浸透

し、認知症状を感じ

ている方の割合も前

回調査時に比べ２割

低下した。 

コロナ禍により令

和２年２月頃から５

類感染症になる令和

５年５月まで、外出

自粛が多かった。そ

の後は外出意欲の改

善意向がみられる。 

運動と栄養管理に

より、生活習慣病・

筋骨格系疾患・認知

症の悪化予防につな

がる事の理解浸透を

図る。 

フィットネス開

設・介護予防活動な

ど運動の機会増加に

つながっている。 

認知症啓発を通し

て、認知症サポータ

ーや認知症カフェの

関心が高まる。 
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目
指
す
姿 

(

中
目
標) 

施  策 

（小目標） 

現  状 

（課 題） 

評  価 

（原 因） 

④安全・安心な 

暮らしの推進 

・在宅福祉サービ

スの推進 

・見守り体制の推

進 

・権利擁護の推進 

・相談体制・支援

体制の推進 

・地域で支え合う

体制の整備 

⑥介護サービスの 

 質の向上 

・介護保険制度の 

周知 

・介護人材確保の 

支援 

・介護保険制度の 

円滑な推進 

・介護給付の適正 

化 

・災害や感染症対

策の体制整備 

⑤医療と介護 

連携の推進 

・在宅医療の普 

及・啓発 

・医療・介護従事 

者の研修 

地域住民の有志

による健康づくり

や趣味等の地域づ

くり活動への参加

意向率はアンケー

トで５０％と高い

が、同時に、地域住

民の有志による地

域づくり活動への

企画・運営（お世話

役）に参加したくな

い意向率は５０％

を示す。 

除雪・見守り支援

等の在宅福祉サー

ビスにより、在宅生

活の維持がみられ

る。 

コロナ禍の中で

新しいサービスの

発掘活動は難航す

るも、サロンや生活

支援ボランティア

が立ち上がった。 

今後、軽微な生活

の困り事や地域サ

ロン等の活動立ち

上げにより、高齢者

の自立生活が高ま

る。 

生産年齢人口の

低下による担い手

不足にあたり、看取

りの啓発等を通し、

住民が自助・互助の

意識が高まりつつ

ある。 

地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り 

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し 

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り 

現在、介護・福

祉・医療人材が不足

している。近隣市町

をはじめ、定員数ま

で利用できない状況

がある。特に在宅サ

ービスの人材不足が

目立ち、要介護１～

３程度の方は家族が

在宅介護に負担を感

じている。また、在

宅介護への不安やコ

ロナ渦等を考慮し、

施設偏重の意向が強

く、介護給付費も高

い。 

看取りの啓発を通

し、住民の医療・介

護の地域実情の理解

が深まる。 

介護人材等の不

足の課題には、処

遇改善等の実態調

査等をはじめ、課

題発見が重要。 

軽度者は家事・

外出支援、要介護

１・２の方は認知

症ケア・入浴介

助・外出、要介護

３以上の方は認知

症ケア・排泄・入

浴介助・ショート

ステイに対する介

護への不安が高か

った。 

在宅サービスの

充実により、在宅

介護の割合が高ま

ると想定される。 


